
広報 
平成20年 
（2008年） 7.15

【座間市のお知らせ】№812 市 の 人 口●127,760人（＋178人） 
　　　　　　男65,242人　女62,518人 
市の世帯数●52,631世帯（＋522世帯） 
平成20年６月１日現在（　）は前年同月との増減 

●8月10日は「道の日」です（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●行政改革と行政評価の取り組み状況（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●楽しい夏！水難事故をなくしましょう（8面） 

●8月10日は「道の日」です（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●行政改革と行政評価の取り組み状況（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●楽しい夏！水難事故をなくしましょう（8面） 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 
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　今年の「ひまわり祭」は、次の会場と日程で開催します。 

　　 栗原地区ひまわり広場 
○とき　７月26日（土）午前10時～午後２
時（雨天の場合は27日） 

○内容　野菜・ヒマワリの切り花直売、特
産品「本格焼酎ひまわり」の販売など 

１ １ 

 

　　 座架依橋南側 
　　 ひまわり広場 
○とき　８月16日（土）
午前10時～午後２時（雨
天の場合は17日） 

○内容　野菜・ヒマワリ
の切り花直売、特産品
「本格焼酎ひまわり」・
飲み物・竹細工の販売
など 

２ ２ 

※ひまわり広場とその周辺には駐車場はありません。ご来場には、電車やバ
スをご利用ください。路上駐車や農地への車の乗り入れはしないでください。 
※ひまわり広場内は、給水施設がなく日陰が少ないので、帽子をかぶるな
ど暑さ対策を十分にしてください。 

お願い 

　ヒマワリの開花状況やイベ
ント情報など、詳しくは 

市ひまわり推進協議会 
　　　　　  ホームページ
http://www5c.biglobe. 
ne.jp/̃za-hima/  
　　　　　　　　 を見てね！ 

ひまわり 
イメージキャラクター 
　　　　「サン」 

育てよう　一人一人の　人権意識
～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～ 担当 市民人権課　�046（252）8087 �046（252）0220

ひまわり広場は、「かながわ花の名所
100選」にも選ばれ、毎年多くの方が訪
れます。市の花ヒマワリが、市内６か
所のひまわり広場で計55万本も咲き乱
れる眺めは圧巻。散策したり、撮影し
たりと楽しみ方もいろいろです。
夏の思い出に、家族や友達と一緒に

出掛けてみてはいかがでしょうか。
担当 市ひまわり推進協議会事務局

（JAさがみ座間営農センター内）
�046（251）0011

市農政課
�046（252）7601 �046（255）3550
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※各会場では、映画上映後に自転車の正しい乗り方をテーマとした交通安全
劇を学童交通安全指導員が公演します。
担当 安全対策課　�046（252）8158 �046（252）7773

俳
句
や
短
歌
を
作
る
た
め
に

グ
ル
ー
プ
で
野
外
や
名
所
旧
跡

に
出
掛
け
る
こ
と
を
「
吟
行
」

と
言
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
十
年

前
、
大
和
市
で
俳
句
を
楽
し
ん

で
い
る
母
に
、
俳
句
会
の
方
々

と
座
間
市
内
を
訪
ね
て
吟
行
し

た
い
の
で
案
内
を
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
七
十
歳
前
後
で
人
数
は
十
人

ほ
ど
。
当
日
（
平
成
十
年
七
月

十
八
日
）
は
電
車
で
当
地
へ
お

越
し
に
な
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

吟ぎ
ん

行こ
う

案
内

�
わ
た
く
し
流
�

ん
は
、
座
間
の
ま
ち
が
大
変
気

に
入
り
、
そ
の
後
も
何
度
か
座

間
で
吟
行
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

次
世
代
へ
伝
え
た
い
と
い
う
地

域
の
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
街
並
み
を
、
理
解
を
深
め
楽

し
み
な
が
ら
歩
け
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
由
緒
や
そ

こ
に
ち
な
ん
だ
話
な
ど
、
座
間

市
の
刊
行
物
を
参
考
に
し
て
案

内
書
も
作
り
ま
し
た
。
下
見
を

含
め
た
一
連
の
作
業
は
、
と
て

も
興
味
深
く
、
自
分
の
住
む
ま

ち
を
あ
ら
た
め
て
知
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
吟
行
で
俳
句
会
の
皆
さ

▲斉藤昌三（小
しょう

雨
う

叟
そう

）の句碑
「赤まんまか万

ま

くら古道此
こ

處
こ

に絶え」

小
田
急
線
相
武
台
前
駅
と
座
間

駅
の
間
で
、
座
間
ら
し
さ
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
吟
行
の
ル
ー
ト
を

設
定
し
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
か
ら
賜
わ
っ
た
地

名
「
相
武
台
」
の
由
緒
に
か
か

わ
る
陸
軍
士
官
学
校
、
そ
の
用

地
内
に
あ
っ
た
遙よ

う

拝は
い

所じ
ょ

（
現
在

は
富
士
山
公
園
内
）
を
出
発
点

に
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
キ
ャ

ン
プ
座
間
の
前
を
通
り
越
し
、

座
間
公
園→

平
和
坂→

番ば
ん

神じ
ん

水す
い

→

閻え
ん

魔ま

堂ど
う→

鈴
鹿
の
泉→

龍
源

院→

鈴
鹿
明
神
社
（
斉さ

い

藤と
う

昌
し
ょ
う

三ぞ
う

の
句
碑
）
の
順
に
の
ん
び
り
歩

き
、
市
公
民
館
で
昼
食
後
、
句

会
を
催
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
時
こ
の
地
域
で
は
、
住
民

の
協
力
で
「
湧ゆ

う

水す
い

と
歴
史
の
里

鈴
鹿
・
長
宿
の
街
づ
く
り
」
と

い
う
街
並
み
環
境
整
備
事
業
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史

や
自
然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら

▲現在の富士山公園内遥
よう

拝
はい

所
じょ

方位盤

少
し
の
間
だ
け
な
ら
い
い
だ

ろ
う
と
か
、
一
台
だ
け
な
ら
い

い
だ
ろ
う
な
ど
と
安
易
な
気
持

ち
で
違
法
な
路
上
駐
車
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
た
り
、
交
通
事
故

を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た

り
す
る
と
て
も
迷
惑
な
行
為
で

す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
の
通
行
を

妨
げ
、
現
場
へ
の
到
着
を
遅
ら

せ
て
し
ま
う
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
違
法
駐
車
が
、
人

道
路
は
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
道
路
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
目
に
し
た
り
、

放
置
さ
れ
た
自
転
車
が
邪
魔
で
歩
き
づ
ら
か
っ
た
り
し
て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
八
月
十
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
道
路
を
、
安
全
で
快
適
な
空
間
に
で
き
る
よ

う
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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路
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課
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０
４
６（
２
５
２
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６
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５
０

命
に
か
か
わ
る
事
態
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
一
人
一

人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
違
法
駐

車
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
置
か
れ
て
い
る
立
て

看
板
や
、
歩
道
に
は
み
出
し
て

並
べ
ら
れ
て
い
る
商
品
陳
列
棚

な
ど
は
、
歩
道
を
狭
く
し
、
通

行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
植
樹

帯
な
ど
に
立
て
掛
け
ら
れ
た
看

板
は
、
木
材
の
角
や
取
り
付
け

る
た
め
の
針
金
な
ど
が
通
行
す

る
人
に
当
た
る
と
大
変
危
険
で

す
。道

路
を
占
用
し
利
用
す
る
と

き
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
道
路

占
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
上
の

広
告
物
は
県
の
条
例
（
県
屋
外

広
告
物
条
例
）
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
に
通
行

の
障
害
と
な
る
物
を
置
く
こ
と

は
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。

良
好
な
居
住
環
境
を
つ
く
る

上
で
、
生
け
垣
が
果
た
す
役
割

や
重
要
性
は
大
き
い
で
す
が
、

そ
の
生
け
垣
や
植
木
が
道
路
に

大
き
く
張
り
出
し
て
し
ま
っ
て

は
、
近
隣
の
方
や
通
行
す
る
人

に
と
っ
て
迷
惑
な
物
で
す
。
枝

が
道
路
に
張
り
出
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
手
入

れ
と
管
理
を
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
に
は
、「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
」と
し
て
、

市
道
の
沿
線
五
百
九
十
カ
所

に
、
季
節
の
花
を
植
え
た
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
沿
い
の
小
さ
な

空
き
地
を
「
道
の
公
園
」
と
し

て
、
植
樹
帯
の
周
囲
は
「
ミ
ニ

花
壇
」
と
し
て
の
整
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
告
げ
る
花
を
道
路
周
辺

に
植
え
る
こ
と
で
、
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
、
そ
し

て
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

る
よ
う
な
道
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

「道の日」ロゴマーク

色の付いた所が安心歩行エリアです

地元中学生による道路脇の清掃活動
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▽とき＝８月８日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市公民館▽内容＝身体測定と食事・
発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手帳▽
申込方法＝直接会場へ

▽とき＝８月１日（金）午前９時～正午▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面で
の心配事についての理学療法士による相談▽対象＝
生後４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月29日（火）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝東地区文化センター▽内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち
物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽ところ＝市役所１階保健医療課▽内容＝食事療法
や健康全般についての栄養士・保健師による相談▽
持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保育児相談

保
険
者

②
市
県
民
税
の
課
税
所
得
が
百

四
十
五
万
円
以
上
か
つ
年
収

が
三
百
八
十
三
万
円
以
上
の

方
③
同
じ
世
帯
の
中
で
国
民
健
康

保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
へ

移
ら
れ
た
方
も
含
め
た
年
収

が
五
百
二
十
万
円
未
満
の
方

（
※
１
）

現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
市

県
民
税
の
課
税
所
得
が
百
四
十

五
万
円
以
上
の
方
も
し
く
は
七

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
現

役
並
み
所
得
者
と
同
一
の
世
帯

に
属
す
る
七
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
被
保
険
者
で
す
。

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

被
保
険
者
が
入
院
し
た
と
き

に
、
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
提

示
す
る
と
一
カ
月
分
の
保
険
診

療
費
が
負
担
割
合
に
か
か
わ
ら

ず
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

る
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
」
と
、「
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限

が
七
月
三
十
一
日
で
切
れ
ま

す
。
八
月
一
日
以
降
に
こ
れ
ら

の
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
再

度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
こ
れ
ら
の
認
定
証
の

適
用
区
分
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
加
入
世
帯
員
の
所
得

に
よ
り
区
分
判
定
を
し
て
い
ま

す
。
八
月
一
日
以
降
の
適
用
区

分
判
定
は
、
平
成
二
十
年
度

（
平
成
十
九
年
分
）
の
所
得
の

申
告
状
況
に
よ
り
再
判
定
さ
れ

ま
す
。

○
申
請
場
所
　
市
役
所
一
階
国

保
年
金
課

○
持
ち
物
　
印
、
有
効
期
限
切

れ
の
「
国
民
健
康
保
険
限
度

額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」

○
申
請
日
　
八
月
一
日
以
降

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
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６
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２
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保発達相談

保健康相談

保個別健康相談

☆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
更
新

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証（
以
下「
高
齢

受
給
者
証
」
と
い
う
。）
の
有

効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
で
切

れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
は
、
七
月
下
旬
に
世
帯
主
あ

て
に
送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
（
以
下
「
長

寿
医
療
制
度
」
と
い
う
。）
の

該
当
者
を
除
く
七
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
方
に
交
付
し
て

い
る
物
で
す
。
そ
の
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、
前
年
の
市
県
民

税
の
課
税
所
得
な
ど
に
基
づ

き
、
毎
年
判
定
し
直
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
届
く
高

齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
一
部
負
担
金
の
割
合
と
、
現

在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
の
割
合
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一

部
負
担
金
の
割
合
が
二
割
と
判

定
さ
れ
た
方
は
、
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
一
割

赤ちゃんの抱っこや、ミルクを飲ま
せるお手伝いなどを通して赤ちゃんと
の触れ合いを体験してみませんか。
○と　き　８月８日（金）午前９時～
午後０時30分

○ところ　市民健康センター
○内　容　赤ちゃん人形での抱き方練習、赤ちゃ
んとの実際の触れ合い体験

○対　象　市内在住の小学５年～中学生
○定　員　20人（申込順）
○持ち物　前掛け、筆記用具、飲み物、自分の母
子手帳（持っている人）、ハンドタオル

赤ちゃんと触れ合う機会の中で、命の大切
さを感じ、考えてもらうことを目的としたこ
の事業に協力してくださる親子を募集しま
す。
○対 象　お母さんと１歳児未満（５～10カ
月）の赤ちゃん

○定 員　20組（申込順）

○申込方法　体験したい方、協力してくださる方
ともに、７月31日（木）までに電話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

昨年全国的に流行した麻しんに伴い、１歳児と
小学校就学前のお子さんのほか、今年度から５年
間に限り中学１年生と高校３年生を対象に麻し
ん・風しんの追加接種を実施します。
次の対象の方で、平成20年４月以降に未接種の

方は、早めに市指定医療機関で接種してください。
※麻しん・風しんにすでに罹患した人も接種でき
ます。

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

１期 
　 
２期 
 
３期 
 
４期 

１歳から２歳になる前日まで 
平成14年４月２日～ 
　　平成15年４月１日生まれ 
平成７年４月２日～ 
　　平成８年４月１日生まれ 
平成２年４月２日～ 
　　平成３年４月１日生まれ 

対象年齢の間に随時 

４月1日～ 
平成21年３月31日 

対　象 実施期間 

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

八
月
一
日
以
降
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
際
に
は
、
今
回
送

付
さ
れ
る
高
齢
受
給
者
証
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
両

方
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
高

齢
受
給
者
証
は
、
八
月
一
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

市
役
所
一
階
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
出
張
所
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
満
七
十
五
歳
の

誕
生
日
か
ら
長
寿
医
療
制
度
の

該
当
者
と
な
り
ま
す
。
有
効
期

限
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
同
じ
く
誕
生
日
の
前
日
ま

で
で
す
。

☆
負
担
割
合
が
三
割
と
な
る
方

に
対
す
る
経
過
措
置

医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
割

合
が
三
割
と
判
定
さ
れ
た
方
の

中
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
申
請
に
よ
り
、

自
己
負
担
限
度
額
は
現
役
並
み

所
得
者
（
※
１
）
で
は
な
く
、

一
般
の
限
度
額
に
な
り
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
中
に
国
民
健
康

保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
へ

移
ら
れ
た
方
が
い
る
世
帯

で
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
七
十
歳
か
ら

七
十
四
歳
ま
で
の
単
身
の
被

窓の改修や床の断熱工事など、一定の省エネ改修が
行われた住宅に対して、平成20年度から固定資産税の
減額措置を受けることができます（下表参照）。

担当 固定資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

平成20年１月1日以前から所在する住宅（賃貸住宅
を除く） 
※新築住宅に対する減額措置や、住宅耐震改修に伴
う減額措置などを受けている住宅は対象になりませ
ん。 
平成20年４月１日から平成22年３月31日までの間に
実施する現行の省エネ基準に新たに適合する工事（下
記参照）でその改修工事費用が30万円以上のもの 
＜新たに適合する工事とは＞ 
・窓の改修工事 
　または、これと併せて行う次の工事 
・床の断熱工事 
・天井の断熱工事 
・壁の断熱工事 
改修工事が完了した年の翌年度分に限り、改修住宅
全体に掛かる固定資産税額の３分の１を減額する。 
※１戸当たり120�までを限度とする。 
改修後３カ月以内に、次の書類を担当課に提出 
（１）申告書 
（２）改修の費用を証する書類（領収書の写しなど） 
（３）建築士、指定確認検査機関、登録性能評価機

関による省エネ基準適合証明書 
（４）証明者が建築士の場合は、技術検定合格証明

書の写し 

対象となる家屋 
 
 
 
 
対象となる 
改修工事 
 
 
 
 
 
 
 
減額内容 
 
 
申告方法 
 
 
 
 
 

協力してくださる親子を募集
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表１　性質別歳出額の推移（抜粋） 

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000
（万円） 

平成９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 （年度） 

823,127 

366,882 

294,874 

347,714

833,285 

384,450 

314,659 

373,101

860,942 

417,655 

344,038 

384,791

824,874 

365,458 

361,963 

396,079

829,765 

411,437 

375,339 

383,014

825,230 

443,368 

375,304 

384,543

802,281 

504,726 

383,721 

369,090

772,357 

553,155 

399,836 

359,903

813,513 

569,162 

388,312 

347,214

840,377 

587,749 

389,073 

349,382

人件費（万円） 

扶助費（万円） 

物件費（万円） 

公債費（万円） 

132.02
134.10 134.41

136.63

140.02
143.26 143.71 144.54

148.17
150.09

100

110

120

130

140

150

160

124,232125,523 125,279126,110
127,842 128,934

128,772 127,775127,432127,563

表２　職員数、人口、職員一人当たりの人口の推移 

825

850

875

900

925

950

975

平成11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 （年度） 

職員一人当たりの人口（人） 職員数（人） 

職員数（人）　　　　人口（人）　　　職員一人当たりの人口（人） 

941 936 932
923

913

900

896
884

860

845

市
で
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
改
善
の
「
両
輪
」
が
、
行
政
改
革
と
行
政
評
価
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
行
政
改
革
と
行
政
評
価
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
座
間
市
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

先
般
、
政
府
に
よ
る
平
成
二

十
年
版「
高
齢
社
会
白
書
」が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。同
白
書
で
は
、

わ
が
国
の
総
人
口
に
占
め
る
高

齢
者
の
割
合（
高
齢
化
率
）が
前

年
に
比
べ
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
増

え
、
二
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
わ
が
国

は「
超
高
齢
社
会
」（
高
齢
化
率

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
超
）に
突
入

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
高
齢
化
が
進
む

と
福
祉
や
医
療
に
関
す
る
支
出

が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

表
１
は
、
本
市
の
一
般
会
計

決
算
に
お
け
る
性
質
別
の
歳
出

額
に
つ
い
て
、
主
要
な
経
費
を

表
し
た
も
の
で
す
。
人
件
費
、

物
件
費
（
※
１
）、
公
債
費
（
※

２
）
は
一
定
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
扶
助
費
（
※
３
）
は

十
三
年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

本
市
の
高
齢
化
率
は
一
六
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
（
神
奈
川
県
年

齢
別
人
口
統
計
調
査：

十
九
年

一
月
一
日
現
在
）
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ「
高
齢
社
会
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
高
齢

化
社
会
」（
高
齢
化
率
七
パ
ー
セ

ン
ト
超
〜
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
）

か
ら
「
高
齢
社
会
」（
高
齢
化
率

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
超
〜
二
一
パ

ー
セ
ン
ト
）、
そ
し
て
「
超
高

齢
社
会
」
へ
と
、
今
後
も
歳
出

面
で
の
扶
助
費
の
増
加
傾
向
は

継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
１

物
件
費
と
は
、
賃
金
、

旅
費
、
需
用
費
な
ど
消
費
的
性

質
を
持
つ
経
費
の
こ
と
で
す
。

※
２

公
債
費
と
は
、
市
債
の

元
金
や
利
子
、
一
時
借
入
金
の

利
子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
の

こ
と
で
す
。

※
３

扶
助
費
と
は
、
福
祉
や

医
療
に
関
す
る
経
費
の
こ
と
で

す
。一

方
、
歳
入
面
で
は
、
三
位

一
体
改
革
に
よ
る
不
十
分
な
財

源
移
譲
や
市
税
収
入
の
伸
び
悩

み
に
よ
っ
て
、
歳
出
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
の
財
源
の
確
保

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
の
合
理
化

や
歳
出
削
減
な
ど
の
行
政
改
革

に
よ
っ
て
、
経
費
を
捻ね

ん

出し
ゅ
つす
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
行
政
改
革
と
は
、

一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
行

政
内
部
の
無
駄
を
省
く
」
と
い

う
側
面
だ
け
で
な
く
、「
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費

の
捻
出
」
と
い
う
側
面
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
九

月
に「
行
政
改
革
の
基
本
方
針
」

を
定
め
て
か
ら
、
今
日
ま
で
絶

え
間
な
く
行
政
改
革
を
実
行
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
歳
入
が
減
少
す
る

中
で
、
前
述
の
よ
う
な
扶
助
費

を
始
め
と
す
る
歳
出
の
増
加
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
歳
出
の
削
減
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

平
成
十
八
年
三
月
に
、
二
十
三

年
三
月
ま
で
を
実
施
期
間
と
す

る「
第
四
次
座
間
市
行
政
改
革

大
綱
」を
定
め
ま
し
た
。
こ
の

行
政
改
革
大
綱
の
具
体
的
取
り

組
み
を
定
め
た
も
の
を
、
行
政

改
革
の
実
行
計
画
と
し
て
い
ま

す
。本

市
の
行
政
改
革
大
綱
と
実

行
計
画
は
、
国
（
総
務
省
）
が

地
方
公
共
団
体
に
策
定
と
公
表

を
求
め
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
は
、
事

務
・
事
業
の
再
編
や
廃
止
、
民

間
委
託
の
推
進
、
定
員
管
理
の

適
正
化
な
ど
、
十
七
年
度
を
起

点
と
し
て
、
お
お
む
ね
二
十
一

年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
定
め
た
も
の
で
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
十
七
年
度
八
百
九
十
六

人
で
あ
っ
た
職
員
数
を
二
十
三

年
度
ま
で
に
八
百
三
十
四
人

へ
、
六
十
二
人
六
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
表
２
は
、
職
員
数
の
推

移
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、
十

七
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
に

五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
に
お
け
る
行
政
改

革
の
経
費
削
減
結
果
は
、
表
３

の
と
お
り
で
す
。

計
画
当
初
は
、
五
億
三
千
六

百
八
十
万
円
の
歳
出
削
減
を
目

指
し
ま
し
た
。
実
際
の
取
り
組

み
結
果
は
、
六
億
六
千
三
百
八

十
八
万
円
と
な
り
、
計
画
を
一

億
二
千
七
百
八
万
円
上
回
る
削

減
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
実
行
計
画
は
、

前
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
踏

ま
え
、
以
降
三
年
ご
と
の
計
画

を
毎
年
定
め
て
い
ま
す
。

二
十
年
度
以
降
の
経
費
削
減

目
標
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

二
十
年
度
の
目
標
は
三
億
六
千

百
九
十
九
万
円
、
二
十
二
年
度

ま
で
の
三
カ
年
の
目
標
は
九
億

四
千
九
百
四
十
八
万
円
と
し
ま

し
た
。

な
お
、
行
政
改
革
の
取
り
組

み
結
果
と
実
行
計
画
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ→

市
政
・
ま

ち
づ
く
り→

行
政
改
革
）
や
市

役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
三
階
行
政
改
革
推
進
課
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

表３　行政改革実行計画における経費削減結果（19年度）と経費削減目標（20～22年度） 

※①経費が効果を上回る予定のものは△（マイナス）表記。 
　②各項目の数値の積み上げは、端数処理をしているため、効果額の合計とは一致しません。また、３年間の累計とは一致し
ない場合があります。 

消耗品費、印刷製本費の削減 
ＩＰ電話の導入 
小・中学校におけるコピー機の契約変更 
使用料、手数料の見直し 
福祉給付事業の見直し 
庁用車の軽自動車化 
補助金の見直し 
事業の見直し、廃止 
水道料金に関する委託の統合 
知的障害者援護施設もくせい園の指定管
理者制度への移行 
児童デイサービスの民間委託 
職員の削減 
職員研修の見直し 
職員の給与制度の改定 
職員の各種手当の改定 
職員の旅費日当の廃止 
広告媒体の拡大 
未利用地の売却 
収納向上対策 
土地開発公社からの土地の買取による利
子の軽減 
公共施設の用地取得に係る借換債の実施 

2,380 
292 
44 
393 

3,184 
― 
573 

2,929 
194 
264 

 
― 

17,719 
39 

10,987 
4 

405 
128 

9,658 
7,476 
67 
 

9,606 
66,388

327 
△ 280 
― 
640 
― 
383 
463 
235 

△ 215 
977 

 
345 

11,074 
22 

3,664 
1,337 
― 
130 
449 

7,655 
130 

 
8,859 
36,199

324 
― 
― 
138 
― 
― 
15 
59 
328 
― 
 

924 
738 
― 

13,008 
― 
― 
130 
537 

8,183 
160 

 
7,040 
31,587

320 
― 
― 
― 
― 
― 
10 
― 
― 
― 
 

― 
7,383 
― 

5,657 
― 
― 
130 
254 

8,742 
― 
 

4,653 
27,161

972 
△ 280 
― 
778 
― 
383 
488 
294 
112 
977 

 
1,270 
19,195 

22 
22,330 
1,337 
― 
390 

1,241 
24,581 
290 

 
20,553 
94,948

（単位：万円） 

区　分 項目名 
削減結果 

19年度 20年度 21年度 

削減目標 

22年度 ３年間累計 

合　　　計 

経費を削減し
た（する）もの 

収入の増加、 
支出の抑制を
した（する）も
の 

担
当
　
　
行
政
改
革
推
進
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
０
４
４
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
改
革
取
り
組
み
結
果
（
19
年
度
）
と

実
行
計
画
（
20
〜
22
年
度
）

担
当
　
　
　
　
　
　
政
策
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
２
８
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

行
政
評
価
取
り
組
み
結
果
（
19
年
度
）

本
市
で
は
、
行
政
評
価
を
、

総
合
計
画
で
示
す
市
の
将
来
像

「
み
な
ぎ
る
活
力
と
　
や
す
ら

ぎ
が
調
和
す
る
　
と
き
め
き
の

ま
ち
」
を
実
現
さ
せ
、
効
果
的

な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め

の
有
効
な
手
段
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
と
は
、
市
が
取
り

組
む
事
業
の
成
果
を
把
握
・
分

析
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
と
と

も
に
、
事
業
の
改
善
や
企
画
立

案
な
ど
に
役
立
て
る
手
法
の
こ

と
で
す
（
左
図
参
照
）。

こ
の
た
び
、
平
成
十
九
年
度

の
行
政
評
価
取
り
組
み
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ→

市
政
・
ま
ち
づ
く
り→

行
政
評
価
）
や
各
出
張
所
、
市

役
所
一
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
八
月
一
日
（
金
）
か
ら
公
表

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
、
気
軽
に
意
見
や
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
目
的

行
政
評
価
の
主
な
目
的
は
次

の
三
つ
で
す
。

・
政
策
・
施
策
・
事
業
を
改
善

す
る
こ
と

・
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と

・
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
こ

と
○
仕
組
み

行
政
評
価
は
次
の
五
つ
の
評

価
・
設
定
項
目
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
市
民
に
よ
る
評
価

・
専
門
家
に
よ
る
評
価

・
�
い
さ
ま
�
ま
ち
づ
く
り
指

標
に
よ
る
評
価

・
事
業
評
価

・
内
部
評
価

○
市
民
に
よ
る
評
価

二
年
に
一
度
の
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
最
近
の
調
査
は
十
八
年
十
一

月
実
施
）。

こ
れ
は
、
市
が
取
り
組
む
各

施
策
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

今
後
の
行
政
運
営
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
今
年
十
一
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
で

す
の
で
、
調
査
書
が
送
付
さ
れ

た
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
専
門
家
に
よ
る
評
価

市
民
に
よ
る
評
価
と
と
も

に
、
外
部
評
価
の
一
つ
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
四
年
を
一

周
期
と
し
て
、
す
べ
て
の
施
策

が
、
市
職
員
を
除
く
専
門
家

「
外
部
評
価
委
員
」
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
専
門
家
か
ら
客
観

的
な
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
二
周
期
目
の
二
年

目
に
当
た
り
、
十
八
年
度
に
委

員
が
評
価
し
た
四
十
一
の
施
策

に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
・
指
摘

内
容
へ
の
対
応
を
検
討
し
、
実

施
し
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

昨
年
度
に
施
策
を
評
価
し
た

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

・
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
教
授
　
辻
　
琢
也
　
氏

・
公
認
会
計
士
、
東
京
都
監
査

委
員
　
筆
谷
　
勇
　
氏

・
ミ
ツ
ワ
工
業
株
式
会
社
代
表

取
締
役
　
藤
倉
　
久
巳
　
氏

○
�
い
さ
ま
�
ま
ち
づ
く
り
指

標
に
よ
る
評
価

�
い
さ
ま
�
ま
ち
づ
く
り
指

標
と
は
、
各
施
策
に
つ
い
て
、

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
主
な

目
標
と
達
成
度
を
数
値
で
表
し

た
も
の
で
す
。
達
成
度
を
公
表

す
る
こ
と
で
、
施
策
の
「
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況
」
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
指
標
（
数
値

化
さ
れ
た
目
標
）
に
対
す
る
進

捗
状
況
を
達
成
度
ラ
ン
ク
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
で
評
価
し
、
Ａ
を

「
順
調
」、
Ｂ
を
「
も
う
一
歩
」、

Ｃ
を
「
停
滞
」、
Ｄ
を
「
後
退
」

と
い
う
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
数
値
化
さ
れ

た
目
標
は
非
常
に
具
体
的
で
す

の
で
、
言
わ
ば
本
市
の
「
ま
ち

づ
く
り
の
物
差
し
」
と
い
え
ま

す
。現

在
、
各
施
策
に
六
十
三
の

指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
十
九
年
度
で
は
、
指
標
に

対
す
る
進
捗
状
況
の
内
訳
は
、

達
成
度
ラ
ン
ク
Ａ
が
二
十
一
、

Ｂ
が
十
四
、
Ｃ
が
八
、
Ｄ
が
七
、

そ
の
他
ラ
ン
ク
対
象
外
が
十
三

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
事
業
評
価

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
評
価
で
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
部
局
が
客
観
的
に
評
価
で
き

る
数
値
な
ど
を
用
い
て
、
次
の

各
項
目
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

・
手
段
＝
市
が
実
際
に
行
う
事

業
の
内
容

・
活
動
指
標
＝
事
業
の
進
捗
状

況
を
測
る
指
標

・
意
図
＝
目
指
す
状
態

・
成
果
指
標
＝
事
業
の
目
的
達

成
度
を
測
る
指
標

・
事
業
費
な
ど
の
年
度
別
状
況

十
九
年
度
で
は
、
五
百
二
十

九
事
業
に
つ
い
て
評
価
し
、
十

八
年
度
に
比
べ
七
十
一
事
業
増

と
な
り
ま
し
た
。

○
内
部
評
価

内
部
評
価
で
は
、
事
業
評
価

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
事
業

が
上
位
の
施
策
や
政
策
の
実
現

に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
と
い

う
見
地
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

評
価
は
、「
一
次
評
価
」
を

担
当
部
局
長
が
実
施
し
、「
二

次
評
価
」
を
副
市
長
、
企
画
財

政
部
長
、
関
係
課
長
で
構
成
す

る
行
政
評
価
委
員
会
が
実
施
し

て
、
内
部
評
価
全
体
の
客
観
性

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
で
は
、
二
百
九
十

五
事
業
に
つ
い
て
評
価
し
、
十

八
年
度
に
比
べ
十
八
事
業
増
と

な
り
ま
し
た
。

二
十
年
度
の
行
政
評
価
の
取

り
組
み
と
し
て
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
専
門
家
に
よ
る
評
価
・
指

摘
へ
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
、

再
評
価（
専
門
家
に
よ
る
評
価
）

を
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
評
価
、

内
部
評
価
、
�
い
さ
ま
�
ま
ち

づ
く
り
指
標
に
よ
る
評
価
も
実

施
し
、
こ
れ
ら
の
評
価
結
果
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
評
価
の
手
法

な
ど
を
検
討
、
研
究
し
、
効
果

的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

図　座間市の行政評価 

事業評価＝担当部局 

“いさま”まちづくり指標 
＝行政評価推進会議 

このやり方で 
いいのかしら？ 

長期的な視点で 
見直すべきでは？ この指標では、 

市民に分かり 
にくいのでは？ 

この事業の 
優先性は… 

もっと効率的な 
方法はないかな？ 

この指標の 
目標値は 
低くないか？ 

ホームページで 
見てみよう！ 

窓口でも 
閲覧できるのね！ 

内部評価 

外部評価 

一次評価＝担当部局長 

専門家（施策評価） 

二次評価＝行政評価委員会 

市民アンケート 

参　考 

参　考 

公表 公表 

参　考 

参
　
考 

もっと、 
必要性は 
高いと 
思います。 

参
　
考 

市民情報コーナー 

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、

将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 
将
来
を
見
据
え
た
市
政
、 

　
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て 

行
政
改
革
と
行
政
評
価
の
取
り
組
み
状
況 

本
格
的
高
齢
社
会
の

到
来
に
よ
る

歳
出
へ
の
影
響

行
政
改
革
の二

つ
の
側
面

行
政
改
革
大
綱
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン

19
年
度
行
政
改
革

取
り
組
み
結
果

20
〜
22
年
度

行
政
改
革
実
行
計
画

分
権
時
代
の
経
営
手
法

〜
行
政
評
価

さ
ま
ざ
ま
な

視
点
に
よ
る
評
価

〜
行
政
評
価
の
手
法

開
か
れ
た
行
政
評
価
を

目
指
し
て

表　専門家による評価と市の対応例 

　保育所の待機児童数は
県内他市と比較しても高
い水準にあり、認定こど
も園の設置など、保育業
務のあり方に工夫しなが
ら、待機児童の減少に努
めることが重要である。 

　座間市次世代育成支援行動計画（17～21年度）では、
16年度の待機児童数（40人）を21年度までに減少、解
消することを目標にしています。 
　具体的な解消策は、次のとおりです。 
①民間保育所１園を増改築し、定員を30人増やす 
②民間保育所の弾力的な定員運用を促す 
③市立保育所に勤務する保育士を増やす 
④一定基準を満たした届出保育施設に対して、認定保
育施設として運営費を補助する 
　この結果、待機児童数は19年度で21人にまで半減し
ました。今後は、残された計画期間で、さらなる待機
児童数の減少、解消に取り組みます。 

施策「児童・母子等福祉の充実」 
市　の　対　応 評価・指摘内容 



広報ざま【座間市のお知らせ】No.812 平成20年（2008年）７月15日７

7
日 月 火 水 木 金 土 
   1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30 31

8
日 月 火 水 木 金 土 
      1 2 
 3 4 5 6 7 8 9 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23 
 24 25 26 27 28 29 30 
 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 
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市では地球温暖化を防ぐため、二
酸化炭素の排出量削減と省エネルギ
ー化に取り組んでいます。その一環
として市施設内の冷房の温度を28度
に設定し、職員の服装をノーネクタ
イにするなど軽装にしています。皆
さんのご理解をお願いします。
担当 職員課
�046（252）7911 �046（252）7492

自治会は、地域に住む人たちが意
見や情報を交換し、より豊かな住環
境や地域づくりを実現する“場”で
す。日ごろから住民同士のコミュニ
ケーションを密にし、地域活性化と
犯罪防止などの各種活動を実施して
います。また、災害時には、隣近所
の助け合いが求められます。
自治会では、地域の皆さんの積極

的な加入をお待ちしています。
◆主な活動
・日常生活に欠かせない行政情報な
どの回覧

・日赤や赤い羽根、年末助け合いな
どの各種募金

・安全で安心な街づくりに、警察や
消防などと連携

・子どもの健全育成
・市民レクリエーション大会や祭り
など各種行事の開催

・美化デーの開催
・自主防災組織を編成し、消火、救
助などの防災訓練を実施し、災害
発生に備える

・防犯パトロールの実施、防犯灯の
点検や防犯講習を通じての犯罪発
生の防止

※加入ご希望の方は、各地域の自治
会長にお申し出ください。自治会長
の連絡先など詳しくは、市自治会連
絡協議会事務局�046（252）8751にお
問い合わせください。
担当 協働まちづくり課
�046（252）7966 �046（255）3550

マンション居住者の近隣問題や、
管理上の問題などについて、専門の
マンション管理士が相談を受けます
ので、どうぞご利用ください。
○と　き　毎月第２金曜日（８月は
８日）午後１時30分～４時30分
（一人60分以内）
○ところ　市役所３階相談室
○申込方法　事前予約（電話可）ま
たは当日担当へ

担当 広聴相談課
�046（252）8218 �046（252）0220

○テーマ　高齢者の交通事故防止
○応募資格　市内在住･在勤･在学者
○応募方法　はがき１枚につき標語

１点とし、住所、氏名、年齢、電
話番号を記入し、９月５日（金）
までに、〒228-8566市役所安全対
策課あて郵送または持参（市内の
小・中学生は、それぞれの学校に
提出）
※一人何点でも応募できます。
※入賞者は11月22日（土）開催予定
の交通安全推進大会で表彰します。
担当 市交通安全対策協議会

（安全対策課内）
�046（252）8158 �046（252）7773

市では、災害時に避難が困難で援
護が必要となる（必要と思われる）
高齢者や障害者に対し、必要な支援
を的確に実施できる支援体制を確立
するために「災害時要援護者登録」
の制度を始めます。
この制度により、要援護者として

登録していただいた方の名簿を作成
します。この名簿を支援組織として
の災害対策本部や民生委員、社会福
祉協議会などが、日ごろから共有す
ることで、災害時に地域での避難誘
導や、安否確認などの支援を実施す
ることができるようになります。
○対　象　支援組織への個人情報の
提供に同意し、次のいずれかに該
当する方

①一人暮らしの高齢者、高齢者世帯
の方

②要介護度が３以上で、在宅で生活
している方

③要介護度が３未満でも、日中一人
になることが多い方

④身体障害者手帳１・２・３級で、
在宅で生活している方

⑤療育手帳Ａ１・Ａ２で、在宅で生
活している方

⑥精神障害者保健福祉手帳１級で、
在宅で生活している方

⑦身体障害者手帳４・５・６級で、
日中一人になることが多い方

⑧療育手帳Ｂ１・Ｂ２で、日中一人
になることが多い方

⑨精神障害者保健福祉手帳２・３級
で、日中一人になることが多い方

⑩難病患者・特定疾患認定者で、日
中一人になることが多い方

○申込期限　８月29日（金）
○申込方法　市役所１階長寿介護課
と障害福祉課に備えてある所定の
申込書に必要事項を記入し担当へ

①～③の担当 長寿介護課
�046（252）7127 �046（252）8238

④～⑩の担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

最近「社会保険庁の職員を装って
国民年金に関する個人情報などを聞
いてくる不審な電話があった」との
連絡が寄せられています。例えば
「○○月にこちらから通知した件に
ついて、返事が無いので電話した」
「返さなければならない保険料があ
るので‥‥」などの語り口とのこと
です。市や社会保険庁では、電話で
このような確認はしていません。く

れぐれも、個人情報に関することを
教えることのないようご注意くださ
い。
担当 国保年金課
�046（252）7035 �046（252）7043

70歳未満の国民健康保険被保険者
で、慢性腎不全の認定を受け人工透
析を受けている方の「特定疾病療養
受療証」を更新します。これは、保
険料の自己負担限度額を前年の所得
により、毎年８月１日を基準日に再
判定するからです。新しい受療証は
７月下旬に送付しますので、差し替
えをお願いします。
なお、旧受療証は、８月１日以降

に担当にご返却ください。
担当 国保年金課
�046（252）7672 �046（252）7043

保険税を10月以降年金から差し引
いて納める予定の世帯のうち、次に
該当する世帯は、申請すると口座振
替で納めることが可能になります。
○対　象　保険税を滞納することな
く納めていただいている世帯

○申請方法　８月８日（金）までに
直接担当へ
※期限を過ぎた場合は、10月の年
金からの差し引きを停止する手続
きが間に合わない場合がありま
す。

担当 国保年金課
�046（252）7003 �046（252）7043

【保険料納付方法の変更】
長寿医療制度の保険料を年金から

差し引いて納めている方のうち、次
に該当する方は、申請すると口座振
替で納めることが可能になります。
○対　象　国民健康保険の保険税を
滞納なく納めている方、または年
金収入が180万円未満で世帯主か
配偶者が本人に代わって口座振替
納付を希望する方

○申請方法　８月８日（金）までに
電話またはファクスで担当へ
※期限を過ぎた場合は、10月の年
金からの差し引きを停止する手続
きが間に合わない場合がありま
す。

【保険料軽減額の変更】
○対　象　均等割が７割軽減の方、
または保険料を算定するための賦
課の基となる所得金額が58万円以
下の方
対象者には、８月以降に変更後の

保険料額をお知らせします（申請不
要）。変更の通知が届くまでは、現
在通知されている保険料額で納付し
ていただきますようお願いします。
担当 保健医療課
�046（252）7213 �046（252）7043

平成21年度以降の、緑ケ丘地区

（一部を除く）の小学校通学区域の
変更について、次のとおり住民説明
会を開催します。
○と　き　７月31日（木）午後３時
～４時

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階多目的室

○内　容　学区変更などについての
説明

○対　象　緑ケ丘２丁目５番と緑ケ
丘４・５・６丁目の地区から通学
する児童の保護者、同地区から今
後就学することになる児童の保護
者など

○参加方法　当日直接会場へ
担当 学校教育課
�046（252）8739 �046（252）4311

本紙４月15日号に「使わなくなっ
た傘ありませんか」という記事を掲
載し、市民の皆さんからたくさんの
傘を提供していただきました。ご協
力、誠にありがとうございました。
当初、傘のアート展を７月に予定

していましたが、開催を延期させて
いただくことになりましたので、ご
了承ください。
なお、今後の開催予定は未定です

が、決まり次第お知らせします。
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

９月21日（日）執行予定の市議会
議員・市長選挙に立候補を予定して
いる方を対象に、次のとおり事前説
明会を開催します。
○と　き　８月７日（木）午後２時～
○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○参加可能人数　１候補につき二人
まで

○内　容　候補者届などの諸用紙を
配布し、記入方法を説明

担当 選挙管理委員会事務局
�046（252）8481 �046（252）8532

○と　き　７月31日（木）午前９時
45分～
※午前９時から整理券を先着順で
配布します。

○ところ　生きがいセンター（小松
原１－45－21）

○価 格　１台4,000円～（予定）
担当 市シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

○と　き　▽購入申込＝８月２日
（土）～９日（土）午前９時～午
後５時（９日は正午まで。月曜日
は休館）▽販売抽選＝８月９日
（土）午後１時～
○ところ　リサイクルプラザ（東原
２－16－10）

○対　象　営利を目的としない市内
在住・在勤者

※購入物は、各自でお持ち帰りくだ

さい。
担当 リサイクルプラザ
�046（252）7963 �046（252）7964

平成20年１月１日～６月30日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレフォンサービス�046（251）1399
へ。

○と　き　７月27日（日）午前７時
～８時（荒天中止）

○ところ　市役所ふれあい広場（市
庁舎とハーモニーホール座間の
間）
※雨天時は市役所１階アトリウム
で開催します。

○販売品　地場産野菜、肉、肉加工
品、花き、市指定特産品ほか

○持ち物　マイバック（買い物袋）
担当 農政課
�046（252）7601 �046（255）3550

◆ゴルフ
○と　き　８月28日（木）
○ところ　小田急藤沢ゴルフクラブ
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　120人（申込順）
○参加費　18,000円（プレー・パー
ティー・賞品代）
※申し込み後のキャンセルは、大
会３日前までに3,000円をお支払
いいただきます。

○競技方法　18ホールストロークプ
レー（ＨＮＤＣ新ペリア採用）

○表　彰　上位５位、ベスグロ（一
般男・女、とび賞など）

○申込方法　任意の用紙に住所、氏
名、電話番号、生年月日を記入の
上、８月８日（金）までに〒228-
0024市内入谷４－2409－23市ゴル
フ協会事務局木村あて郵送または
ファクスで�046（254）2463へ

◆卓球
○と　き　８月31日（日）午前９時～
○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）大体育室

○種　目　男・女シングルス（１部
～４部）

○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市卓球協会登録者
※４部は初心者が対象。
※前年度２位以上の方は、１クラ
ス上の部で競技のこと。

○参加費＝100円（高校生以下は50
円。保険代）

○申込方法＝８月14日（木）までに
電話またはファクスで座間卓球セ
ンター��046（254）9661へ

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　①７月28日（月）②８月
12日（火）いずれも午後２時～４
時10分

○ところ　市役所５階第１会議室
○テーマ　①明治33～35年鈴木利貞
日記「我が身の歴史抄」（座間教
育史資料第９集）を中心として②
子どもの心の理解と支援

○定　員　各70人（申込順）
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

◆公民館おもちゃ病院
○と　き　８月16日（土）午前10時
～正午（11時30分まで受け付け）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
※修理できない物もあります。
○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合あり。
○参加方法　当日直接同館へ
※協力してくださるボランティアを
募集しています。希望者は同館へ。
◆夏休みクラフトスクール
○内　容　あかり作り
○と　き　７月26日（土）午後１時
～４時

○対　象　小学生以上（保護者同伴
可）

○定　員　20人（申込順）
○参加費　1,000円（材料代）
○持ち物　はさみ、木工用ボンド、
ぞうきん、色鉛筆、定規ほか

○申込方法　7月23日（水）までに直
接または電話かファクスで同館へ

◆夏休み宿題応援隊
ボランティアが、補習や宿題、自

由研究の手伝いをします。
○と　き ８月26日（火）～30日（土）
午前９時～午後４時

○対　象　小・中学生
○内　容　習字教室、イライラ棒・
万華鏡作り、お絵かきなど

○参加方法　直接会場へ

◆ひがし映画会
○と　き　７月19日（土）午前10時
30分～11時30分

○内　容　「10匹のかえるのなつま
つり」「ディズニーの三匹のこぶ
た」「六人のごうけつ」

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆サマーアイランド2008前日・当日
ボランティア募集！

＜前日＞
○と　き　８月23日（土）午後１時
30分～

○内　容　お化け迷路作り（パネ
ル・ダンボール運び、ダンボール
敷き、お化け作り、飾り付け）、
テント立て、ヨーヨー作り、竹馬
の点検など

＜当日＞
○と　き　８月24日（日）午前８時
30分～午後５時

○内　容　模擬店（ヨーヨー、綿菓
子、かき氷など）、お化け迷路、
ゲームラリー、駐輪場、ゴミ分別

○一日獣医師体験
▽とき＝８月20日（水）①午前９時
30分～正午②午後１時30分～４時▽
ところ＝県畜産技術センター（海老
名市本郷）▽対象＝小学４年～６年
生▽内容＝手作り聴診器で牛や豚、
鶏の心臓音を聞くなどして家畜に親
しむ▽参加費＝保険代▽申込方法＝
往復はがきに住所、氏名、学年、電
話番号、参加希望時間①②の別を記
入し、８月４日（月）まで（必着）
に同センター企画経営部へ▽問い合
わせ先＝同センター�046（238）4056
○立野台コミュニティセンター夜間
職員募集

▽募集人員＝１人▽応募資格＝おお
むね65歳までの方（70歳定年）で、
普通自動車運転免許を所持し、営繕
ができる方▽業務内容＝利用者の安
全管理、各種点検、見回り、清掃な
ど▽勤務形態＝夜勤（午後５時～10
時）と夜勤補助（午後８時～10時）
のローテーションによる変則勤務
（月13日程度）▽賃金＝時給820円▽
応募方法＝市販の履歴書に必要事項
を記入し、８月１日（金）までに〒
228-0023立野台３－14－12同センタ
ーあて郵送または持参▽問い合わせ
先＝同センター�046（255）0815

○ヨガサークル「Suria‐Zama」
▽とき＝毎週火曜日午後７時40分～
９時▽ところ＝市民健康センター▽
対象＝どなたでも▽会費＝月額2600
円▽連絡先＝�090（2621）5214（市
橋）
○社交ダンス「ダイアナ」
▽とき＝毎月３回火曜日午後７時～
９時▽ところ＝立野台コミュニティ
センター▽対象＝経験者歓迎▽会
費＝月額3000円▽連絡先＝�046
（252）0104（増永）
○卓球「ニューヤング」
▽とき＝毎月３回金曜日午後１時～
４時▽ところ＝相武台コミュニティ
センター▽対象＝どなたでも（初心
者歓迎）▽連絡先＝�046（255）6806
（沼田）
○座間っ子クラブ
▽とき＝毎週金曜日午前10時15分～
11時30分▽ところ＝市公民館▽内
容＝花見、芋掘り、工作、手遊びほ
か▽対象＝未就園児以下▽会費＝月
額300円（別に入会金200円）▽連絡
先＝�046（255）3131（北川）
○座間太極拳ひまわり会
▽とき＝毎週水曜日午前９時30分～
午後０時30分▽ところ＝市公民館▽
対象＝どなたでも▽会費＝月額2500
円▽連絡先＝�046（255）6018（小野）

などの各係
＜共通事項＞
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　８月１日（金）までに
直接または電話かファクスで同セ
ンターへ

◆げんきっ子クラブ～リバートレッ
キング

○と　き　８月29日（金）午前８時
～午後４時30分

○ところ　県立清川青少年の家と谷
太郎川（集合・解散場所は市青少
年センター）

○内　容　川の中に入り、仲間と助
け合いながら川をさかのぼる

○対　象　市内在住の小学４年～中
学生

○定　員　20人（多数抽選）
○持ち物　弁当、飲み物、手袋（軍
手）、タオル、水着、濡れてもい
い長袖・長ズボン・運動靴

○参加費　400円（保険代ほか）
○申込方法　７月31日（木）までに
往復はがき１枚につき参加希望者
一人の氏名、ふりがな、性別、学
年、実施当日の年齢、住所、電話
番号を記入の上、「リバートレッ
キング」参加希望と明記し、同セ
ンターに郵送（直接の場合は、必
要事項を記入したメモと返信用は
がきを持参）

◆シルバー人材センター会員
○応募資格　健康で働く意欲のある
おおむね60歳以上の市内在住者
（各種資格取得者歓迎）
○説明会　毎月第１・第３・第５木
曜日午前９時～

○入会手続き　毎月第２・第４木曜
日午前９時～（説明会参加者のみ
手続き可）

担当 市シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

◇市社会福祉協議会へ
▽517円＝公民館まつり実行委員会
▽1,940円＝ほほえみショップ募金
箱▽洋服＝浦部昌幸▽菓子＝玉屋光
助▽５万円＝�赤原製作所
◇市内小学校へ
▽花苗440ポット＝座間市温室花き
組合花壇部会
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽１万1,219円＝座間さつき会▽１
万円＝�日栄ハイム

○森のおはなし会
▽内容＝話とペープサートほか▽と
き＝７月31日（木）午前10時～11時
▽ところ＝県立座間谷戸山公園森の
学校（雨天時は図書館）▽対象＝４
歳児以上▽参加費＝無料▽申込方
法＝当日午前９時50分に図書館玄関
に集合▽問い合わせ先＝座間おはな
し会�046（256）0995（鍛

か

冶
じ

山
やま

）

市議会議員・市長選挙
立候補予定者の事前説明会

20年 

19年 

増減 

件数 死者 負傷者 

323 

400 

－77

2 

0 

＋2

374 

478 

－104

消防車 救急車 

20年 

19年 

増減 

36 

31 

＋5

268 

251 

＋17

313 

353 

－40

2034 

2248 

－214

６月 １月～６月 ６月 １月～６月 

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数

エアコンの温度設定と
市職員の軽装にご理解を

自治会に加入しましょう！

分譲マンション相談を開設

高齢者向け交通安全標語を募集

災害時要援護者の登録を

国民健康保険
特定疾病療養受療証を更新

社会保険庁の職員を装った
不審電話にご注意を！

小学校学区変更の住民説明会

傘のアート展を延期

リサイクル自転車の販売

リサイクルプラザ
再生家具の展示・販売

ざま市民朝市

市総合体育大会

教育教養研修講座
①座間の教育史②教育相談

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

国民健康保険
保険税の納付方法が変更に

長寿医療制度の保険料
納付方法と軽減額が変更に
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H19. 8 .25生まれ　男
相模が丘 5 丁目
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ちゃん
H19. 7 .31生まれ　女
南栗原 4 丁目
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ちゃん
H19. 9 . 5 生まれ　女
相武台 3 丁目
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か
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蒼
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ちゃん
H19. 8 . 3 生まれ　男
ひばりが丘 3 丁目

まもなく夏本番。涼を求めて海や川、プールなどに行く機会
が多くなりますが、毎年この季節に多くの水難事故が起こって
います。市消防本部では、潜水訓練や救助用ゴムボートなどを
使った訓練を重ね、素早く適切な救助活動ができるように万全
の準備をしています。
しかし、救助隊が出動する機会がないに越したことはありま

せん。家族や自分が水難事故に遭わないように、また遭ってし
まったときに慌てないように、次の『水辺の安全10カ条』を心
掛けて水難事故のない楽しい夏を過ごしましょう。

担当 消防管理課 �046（256）2211 �046（256）2215

11月２日（日）に座間中学校や、かにが沢公園な
どで開催する「座間市民ふるさとまつり」の参加団
体を募集します。
多くの市民の皆さんの力で、このまつりを盛り上

げていきましょう！
○参加内容　①ステージの部（文化芸能活動発表）
②パレードの部③模擬店の部
※営利目的の参加はできません。
※模擬店のテントは、１団体につき１張までです。
※テントのリース代は、３坪１張5,000円、６坪１張10,000円です。
○参加資格　市内の社会福祉登録団体、社会教育登録団体、実行委員会が認めた
団体
※構成員の人数が５人以上の団体とします。
※暴力団または暴力団に関係があると警察が認めた場合や、住所不定・素行不
良など座間市民ふるさとまつり出店者としてふさわしくない場合は承認をしま
せん。
※申し込み多数のときは抽選になります。
○申込方法　市役所２階担当窓口備え付けの申込書に必要事項を記入し、８月１
日（金）から15日（金）までに同窓口に提出
※申し込み団体には、参加の承認の可否や詳細について９月下旬に通知します。
担当 座間市民ふるさとまつり実行委員会事務局（協働まちづくり課内）

�046（252）7966 �046（255）3550

飼い犬は年に１回、４月１日から６月30日までの間に狂犬病予防注射の接種が
義務付けられています。未接種の場合は、至急、動物病院で接種をして、
①獣医師が発行する「狂犬病予防注射済証明書」
②市が送付した「狂犬病予防注射通知書兼受付票」
③注射済票交付手数料550円
を持って担当で手続きをしてください。
なお、飼い犬が死亡したり、他人に譲渡したりしたときは、

必ず担当にご連絡ください。
担当 保健医療課 �046（252）7213 �046（252）7043

現在テレビなどで活躍中の佐藤

弘道さん（元NHK教育番組体操

のお兄さん）を講師に招き、親子

体操教室を開催します。

さまざまな楽しい運動を体験し

て、親子の交流を図りましょう。

○と　き　９月６日（土）午後２

時～３時（開場午後１時30分）

○ところ　スカイアリーナ座間

（市民体育館）３階大体育室

○対　象　３歳から６歳までの幼

児と保護者（二人一組に限りま

す）

○持ち物　室内用運動靴、汗ふき

タオル

○服　装　動きやすい服装で

○定　員　500組（多数抽選。抽

選時は市内申込者が優先）

○参加費 一組　1,400円

○申込方法　７月15日（火）から

29日（火）まで（必着）に往復はがき（１通につき一組）の往

信用裏面に①子どもと保護者の氏名（ふりがな）②年齢③住所

④電話番号を、返信用表面に住所、氏名、郵便番号を記入の上、

〒228-0011 座間市相武台1－5971スカイアリーナ座間「ひろみ

ちお兄さんの親子体操」係まで郵送。

※抽選の場合、抽選結果は８月中旬に通知します。

※重複の申し込みは無効となります。また、当落確認の問い合わ

せはお断りします。

※入金手続きの際に身分証明書（免許証・保険証など）の提示が

必要です。

※二人一組を厳守してください（お子様をおんぶなどしての参加

はできません。また、大人二人連れや子ども二人連れでの参加も

できません）。

※チケットのない方は会場内に入れません。

担当 市民体育館 �046（255）0077 �046（255）1188

水 辺 の 安 全 10 カ 条
その１ 泳ぐ前に必ず準備体操をする。
その２ 疲労時や飲酒時は絶対に泳がない。
その３ 水に対して油断や過信をしない。
その４ 子どもたちだけで海や川、湖などに行かない、行かせない。
その５ 危ないと感じたら、自分の子どもでなくても注意する。
その６ 立ち入り禁止など、危険な場所を示す標識には必ず従う。
その７ 警報やサイレンが鳴ったときは特に注意する。
その８ 事故を目撃したときは、大声で周りに知らせ助けを求める。
その９ 119番通報をするときは、現場の状況を詳しく伝える。
その10 救命講習会などに参加して、応急処置の方法を身に付けておく。
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